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はじめに

　カゲロウ目・カワゲラ目・トビケラ目などの
流水性水生昆虫は河川環境の汚濁状況の指標生物
として利用されている．ここでは，斜里岳から根
北峠周辺を集水域とする斜里川水系幾品川で流水
性水生昆虫の分布状況を調査した．調査方法は学
校教育での利用可能な採集方法と努力量にした．
よって詳細な水性昆虫相を明らかにした内容では
ない．また，調査で得られた昆虫以外の無脊椎動
物についても適宜記載した．

方法

　採集調査は，1996年５月30日，６月15日，７
月13日，８月10日の計４回行った．採集方法は
50cm四方の区域を定め，川底をかき回し流れに
乗って流下した個体を幅50cm高さ20cmの開口部
を持つ目合い３mmの網で採取した．岩石の表面
の個体はブラシでこすり落とし採集した．中上流
部の３個所では，瀬のほかに川岸などに集積した
小枝や落ち葉をそのまま採集してホルマリンに固
定後個体を分離した．これら３個所の調査地は瀬
と川岸の２個所で採集したことになり，それぞれ
瀬・岸と略称し，別々に集計した．得られた個体
はその場でホルマリン10％水溶液で固定した後，
ホルマリン５％水溶液で保存した．種の同定は持
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帰り後，生物顕微鏡を用いてできるかぎり終令幼
虫を用いて行った．分類は川合禎次（1985）に従っ
たが一部に亜属を属としたものもある．また必要
な場合は同定済みの実物資料と比較した．
　種の同定はカゲロウ目・カワゲラ目・トビケ
ラ目については原則として属レベルまで，外観に
顕著な特徴があり低倍率の顕微鏡で判別可能なグ
ループについてのみ種まで分類した．他の分類群
の昆虫やその他の生物についてはわかる範囲で記
載した．
　加えて，上記の調査地点では河川水を採取し，
生化学的分析を日本ヘルス工業株式会社斜里出張
所に委託して行った．

調査地の概要

　採集場所は，斜里川とその支流の幾品川および
その下流にあたる猿間川で５個所設定した．地点
名は，上流から登岳橋，越川橋，以久科橋（以上，
幾品川），斜里大橋（猿間川），旧捕獲場である
（図１）．登岳橋・越川橋・以久科橋の３個所での
採集は，瀬と小枝などの集まる川岸の２個所で行
なった．各調査地について環境と可児（1944）に
従い河川形態を記述した．なお，記述は調査時点
のものであり，現在までに河畔林などの環境に改
変が加えられた場所もある．
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　調査河川の幾品川は三井付近で猿間川と合流後
斜里川本流に流れ込んでいるが，1953年に人工河
川の猿間川へ付け替えられる以前は，三井付近か
ら斜里市街地に向けて流下し，斜里川本流に注い
でいた．地形的な環境は，越川付近までは山地渓
流，その後三井付近まではゆるやかな扇状地を形
成し，越川橋より下流側は堤防のなかを直線で流
下する人工的な流れとなって猿間川に合流してい
る．猿間川は全域が河原のほとんどない河川で河
床が平坦な均一な流れとなっている．斜里川本流
との合流点は南３号にあたる国道334号線の新斜
里大橋にあり，これより下流は堤防内いっぱいに
流れる．

・登岳橋　河川形態は，Aa型であり明らかな山間
渓流を現している．川底は大小さまざまな岩や石
塊があり，その間を小石や砂が埋める．地形や河
畔林等により，川面には日光があたらない場所も
多い．秋には落ち葉が川底を埋める．標高350m．
・越川橋　河川形態は，Aa-Bb移行型であり，川
底には大小の玉石や砂利が多く，川幅は大きく流
速も早い．河原も随所に点在する．標高130m．
・以久科橋　河川形態は，Bb-Bc移行型であり，
川底には小砂利や砂が多く，川幅も広く深さも増
し，流速は穏やかに流れる．川岸はヤナギ類の若

齢木が多い．河畔林はわずかに残る程度で，その
外側には耕作地が広がる．コンクリートの護岸は
わずかに見られるが，採集場所にはおよんでいな
い．標高15m．
・斜里大橋　河川形態はBc型である．猿間川とな
るこの付近は人工河川で，一定の川幅のなかに直
線化された流れとなっている．川底には砂や泥が
堆積する．湿原を流れる河川のように河原はなく
川岸は垂直に落ち込み，40─70cm程度の水深とな
る．川岸はヤナギ類が生育し，その外側は堤防ま
でヨシ原となっている．標高５m．
・旧捕獲場　河川形態は　Bc型である．河口域に
近く満潮時にはときに海水が流入する．川底には
砂や泥が堆積し，一年中濁りが見られる．標高０
ｍ．

結果

　この調査により，斜里川水系幾品川でカゲロウ
目６科９属，カワゲラ目４科９属，トビケラ目８
科13属を得た．種まで同定できたのはカゲロウ目
11種，トビケラ目７種であり，カワゲラ目は属レ
ベルまで，他の目については簡単な記述にとどめ
た．なお，科のレベルの同定で終わった場合は１
属の採集とした．採集時期は同定に用いた終令幼
虫あるいはそれに近い個体の採集時期を示す．

宇仁義和・亀井秀之

図１．水生昆虫の採集場所と水質調査サンプリング地点.
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・登岳橋　瀬）10科15属を採集（カゲロウ目・カ
ワゲラ目・トビケラ目の合計，以下同じ）．
　ヒラタカゲロウ科が多く見られた．調査１回分
の捕獲数が10個体を越えたグループは，エルモン
ヒラタカゲロウ，ヒラタカゲロウ属，コカゲロウ
属，オナシカワゲラ属，モンカワゲラ属，エグリ
トビケラ属であった．タニガワカゲロウ属，フタ
バカゲロウ属，ミドリカワゲラモドキ属は前半の
５～６月期にのみ，ヒメヒラタカゲロウ属，オオ
マダラカゲロウ，ミツトゲマダラカゲロウ，モン
カワゲラ属，ホッカイドウナガレトビケラ，マル
ツツトビケラ属，コエグリトビケラ属は調査時期
の後半の７～８月期にのみ採集された．
　調査期間の前後半にまたがり採集されたのはエ
ルモンヒラタカゲロウ，ヒラタカゲロウ属，コカ
ゲロウ属，オナシカワゲラ属，コガタフタツメカ
ワゲラ属，ナガレトビケラ属，ヤマトビケラ属，
ウスリーアツバエグリトビケラ，エグリトビケラ
属であった．他目の昆虫ではガガンボ科が５月に
採集された．
・登岳橋　岸）14科21属を採集．
　ミドリカワゲラモドキ属が６月に20個体採集
された．調査１回分の捕獲数が10個体を越えたグ
ループは，フタバカゲロウ属，コカゲロウ属，オ
ナシカワゲラ属，ミドリカワゲラモドキ属，ウル
マーシマトビケラ，エグリトビケラ属，カクツツ
トビケラ科であった．タニガワカゲロウ属，ヒメ
ヒラタカゲロウ属，フタバカゲロウ属，オオマダ
ラカゲロウ，エゾマダラカゲロウ，ミドリカワゲ
ラモドキ属，コガタフタツメカワゲラ属，ムラサ
キトビケラ，ジョウザンエグリトビケラ，エグリ
トビケラ属，トビイロトビケラ属は前半の５・６
月のみ，キイロヒラタカゲロウ，コカゲロウ属，
トビイロカゲロウ属，フタマタマダラカゲロウ，
ウルマーシマトビケラ，ヤマトビケラ属，ウスリー
アツバエグリトビケラ，コエグリトビケラ属，カ
クツツトビケラ科は調査時期の後半の７～８月期
にのみ採集された．ただし，未同定のマダラカゲ
ロウ科33個体が７月に採集されており，同科に属
する種の採集時期は断定できない．
　調査期間の前後半にまたがり採集されたのはフ
タオカゲロウ科，エルモンヒラタカゲロウ，オナ
シカワゲラ属，ホッカイドウナガレトビケラ，ナ
ガレトビケラ属

であった．他目の昆虫ではガガンボ科，ウスバヒ
メガガンボ亜科，ブユ科が採集された．
・越川橋　瀬）17科25属を採集．
　調査個所のなかで種数・個体数ともに最も豊富
に採集された．コカゲロウ属は５月に200個体近
い採集量があり，属全体ではトゲマダラカゲロウ
属が多く，なかでもフタマタマダラカゲロウは５・
７・８月の３回の調査でそれぞれ30個体以上採集
された．調査１回分の捕獲数が10個体を越えたグ
ループは，エルモンヒラタカゲロウ，タニガワカ
ゲロウ属，コカゲロウ属，フタマタマダラカゲロ
ウ，クロマダラカゲロウ，アミメカワゲラモドキ
属，ウルマーシマトビケラ，ジョウザンエグリト
ビケラ，カクツツトビケラ科であった．
　タニガワカゲロウ属，トビイロカゲロウ属，ミ
ツトゲマダラカゲロウ，オオクママダラカゲロウ，
エゾマダラカゲロウ，クロマダラカゲロウ，モン
カゲロウ，フサオナシカワゲラ属，ミドリカワゲ
ラモドキ属，クラカケカワゲラ属，ミドリカワゲ
ラ科，ウスリーアツバエグリトビケラは前半の５
～６月期のみ，フタオカゲロウ科，エルモンヒラ
タカゲロウ，ヒメヒラタカゲロウ属，オナシカワ
ゲラ属，アミメカワゲラモドキ属，ホッカイドウ
ナガレトビケラ，コエグリトビケラ属は調査時期
の後半の７～８月期にのみ採集された．
　調査期間の前後半にまたがり採集されたのはコ
カゲロウ属，フタマタマダラカゲロウ，ヒゲナガ
カワトビケラ，ウルマーシマトビケラ，ナガレト
ビケラ属，ヤマトビケラ属，マルツツトビケラ属，
ジョウザンエグリトビケラ，トビイロトビケラ属，
カクツツトビケラ科であった．ただし，モンカゲ
ロウ属は８月にも採集されている．他目の昆虫で
はアミカ科が採集された．
・越川橋　岸）17科26属を採集．
　オナシカワゲラが５月に46個体採集された．ま
た期間をとおしてトビケラ目の採集が目立った．
ヒゲナガカワトビケラは８月に，ヒラタカゲロウ
属とオナシカワゲラ属は５月に最も多く採集され
た．調査１回分の捕獲数が10個体を越えたグルー
プは，ヒラタカゲロウ属，エゾマダラカゲロウ，
オナシカワゲラ属，ヒゲナガカワトビケラ，ジョ
ウザンエグリトビケラであり，とくにヒゲナガ
カワトビケラの採集量は今回の調査個所で最も多
かった．タニガワカゲロウ属，ヒメヒラタカゲロ
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表１．斜里川水系幾品川で採集された水生昆虫同定個体数.
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ウ属，エゾマダラカゲロウ，クロマダラカゲロウ，
モンカゲロウ，ミドリカワゲラモドキ属，コガタ
フタツメカワゲラ属，ミドリカワゲラ科，ホッカ
イドウナガレトビケラ，ムラサキトビケラ，ウス
リーアツバエグリトビケラ，エグリトビケラ属は
前半の５～６月期にのみ，フタマタマダラカゲロ
ウ，アミメカワゲラモドキ属，モンカワゲラ属，
マルツツトビケラ属は調査時期の後半の７～８月
期にのみ採集された．
　調査期間の前後半にまたがり採集されたのはヒ
ラタカゲロウ属，コカゲロウ属，トビイロカゲロ
ウ属，フタスジモンカゲロウ，オナシカワゲラ属，
ヒゲナガカワトビケラ，ウルマーシマトビケラ，
ナガレトビケラ属，ヤマトビケラ属，ジョウザン
エグリトビケラ，トビイロトビケラ属，カクツツ
トビケラ科であった．ただし，未同定のマダラカ
ゲロウ科が７月と８月に，モンカゲロウ属が８月
に採集されている．他目の昆虫ではガガンボ科，
ナガレアブ科，ユスリカ科が採集された．
・以久科橋　瀬）13科18属を採集．
　コカゲロウ属が５月に，フタマタマダラカゲロ
ウが６・７月に，トウヨウマダラカゲロウ属の種
が５・６月に多く採集された．エルモンヒラタカ
ゲロウとヨシノマダラカゲロウ，カクスイトビケ
ラ属は８月に最も多く採集された．調査１回分の
捕獲数が10個体を越えたグループは，エルモンヒ
ラタカゲロウ，コカゲロウ属，ヨシノマダラカゲ
ロウ，フタマタマダラカゲロウ，クロマダラカゲ
ロウ，ヒゲナガカワトビケラ，ウルマーシマトビ
ケラ，カクスイトビケラ属であった．コカゲロウ
属，トビイロカゲロウ属，オオクママダラカゲロ
ウ，エゾマダラカゲロウ，クロマダラカゲロウ，
モンカゲロウ，オナシカワゲラ属，ウスリーアツ
バエグリトビケラ，トビイロトビケラ属は前半の
５～６月期にのみ，タニガワカゲロウ属，ヒメヒ
ラタカゲロウ属，ヨシノマダラカゲロウ，ミツト
ゲマダラカゲロウ，ヤマトビケラ属，ジョウザン
エグリトビケラ，カクツツトビケラ科は調査時期
の後半の７～８月期にのみ採集された．
　調査期間の前後半にまたがり採集されたのは，
エルモンヒラタカゲロウ，フタマタマダラカゲロ
ウ，ミドリカワゲラモドキ属，ヒゲナガカワトビ
ケラ，ウルマーシマトビケラ，カクスイトビケラ
属，であった．ただし，未同定のトゲマダラカゲ

宇仁義和・亀井秀之

ロウ属が５月に採集されている．他目の昆虫では
ガガンボ科，ウスバヒメガガンボ亜科，アミカ科
が採集された．
・以久科橋　岸）11科12属を採集．
　５月にコカゲロウ属が81個体採集された以外は
１～３個体の採集にとどまった．オオクママダラ
カゲロウ，オナシカワゲラ属，ミドリカワゲラ科，
ウルマーシマトビケラ，ヒロアタマナガレトビケ
ラ，ナガレトビケラ属，マルツツトビケラ属は前
半の５～６月期にのみ，ヒラタカゲロウ属，トゲ
マダラカゲロウ属，ヒゲナガカワトビケラ，トビ
イロトビケラは調査時期の後半の７～８月期にの
み採集された．
　調査期間の前後半にまたがり採集されたのは，
コカゲロウ属とモンカゲロウだけであった．他目
の昆虫ではミズブユが７月に10個体採集された．
・斜里大橋　12科15属を採集した．
　上流部に比較して種数・個体数とも減少したな
か，ジョウザンエグリトビケラが卓越して多く採
集された．調査１回分の捕獲数が10個体を越えた
グループは，ジョウザンエグリトビケラとエグリ
トビケラ属であり，前者は６月に31個体，後者は
５月に40個体以上の採集があった．しかし，これ
以外で１回に５個体以上の採集があったのはコカ
ゲロウ属とフタマタマダラカゲロウだけで，その
他は１～４個体の採集にとどまった．フタオカゲ
ロウ属科，トビイロカゲロウ属，オオクママダラ
カゲロウ，クロマダラカゲロウ，オナシカワゲラ
属，ミドリカワゲラモドキ属，ミドリカワゲラ科，
カクスイトビケラ属，マルツツトビケラ属はは前
半の５～６月期にのみ，ヒメヒラタカゲロウ属は
調査時期の後半の７～８月期にのみ採集された．
　調査期間の前後半にまたがり採集されたのは，
コカゲロウ属，フタマタマダラカゲロウ，モンカ
ゲロウ，ナガレトビケラ属，ジョウザンエグリト
ビケラ，トビイロトビケラ属であった．他目の昆
虫はガガンボ科が採集された．なお，６・７月は
増水のため流れに入れず，岸からたも網で採集し
た．
・旧捕獲場　10科13属を採集した．
　全期間を通して採集した流水性水生昆虫は少な
くハエ目が多数採集された．調査１回分の捕獲数
が10個体を越えたグループは，５月にクロマダラ
カゲロウがあったのみで，他は１回に４個体以下
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の採集であった．タニガワカゲロウ属，トビイロ
カゲロウ属，クロマダラカゲロウ，フタスジモン
カゲロウ，カミムラカワゲラ属，コガタフタツメ
カワゲラ属は前半の５～６月期にのみ，ヒラタカ
ゲロウ属，ヨシノマダラカゲロウ，トビイロトビ
ケラ属，カクツツトビケラ科は調査時期の後半の
７～８月期に採集された．
　調査期間の前後半にまたがり採集されたのは，
フタオカゲロウ科，コカゲロウ属，マルツツトビ
ケラ属，ジョウザンエグリトビケラであった．他
目の昆虫はガガンボ科，ウスバヒメガガンボ亜科，
ユスリカ科がそれぞれ
数十個体以上採集され，ナガレアブも見られた．
水質指標

　上記の各調査地点で河川水を採集し，生物化学

的検査を行った．上流から下流に行くに従い汚染
が見られる常識どおりの結果が得られた．注目は
大腸菌数で，付近や上流に人家がなく経済活動が
見られない岩魚橋でも６月から10月は大腸菌が検
出された（表２）．

考察

・流水性水生昆虫の分布
幾品川の流水性水生昆虫の分布をまとめると，最
上流部，河川形態でAa型の部分の優占種はヒラ
タカゲロウ属，Aa-Bb移行型になるとトゲマダラ
カゲロウ属が多くの種を伴って優先し，ヒゲナガ
カワトビケラが多くなっていた．しかし人工河川
である猿間川から下流では，上流側から絶えず砂
利の供給があり河床が安定せず，カゲロウ・カワ

表２．斜里川水系幾品川の生物化学的水質.
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-
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ゲラ・トビケラの仲間は採集数が少なく，多くは
上流に生息していた個体が流下して採集されたと
考えられる．そして流速がきわめて遅い河口近く
になるとハエ目の昆虫，ユスリカやアブばかりと
なる．これは国内の河川で一般的に報告されてい
る分布状況と同様であった．
　斜里大橋ではジョウザンエグリトビケラが卓越
して多く採取され，６月にもっとも多かった．こ
れらの個体が増水のため上流から流されてきたと
すれば数が多すぎるが，この場所を生息場所とし
ているかどうかを見極めるには生態観察が必要と
考える．
・発生時期
　成虫の採集調査は実施していないが，同定に
用いた終令幼虫あるいはそれに近い段階の幼虫の
採集時期から推測すると，越川橋岸ではヒゲナガ
カワトビケラは５－７月よりも８月に多く採集さ
れ，８月に採集されたものは終令幼虫よりも若い
幼虫で，翌年春に羽化するグループと思われる．
また秋に羽化するタイプのナガレトビケラ科も多
く採集された．カゲロウ目では翌年春に羽化する
と思われるマダラカゲロウ属の若齢幼虫が採集さ
れた．
・自然観察への応用
　幾品川での水生昆虫の観察は，出現種数や捕獲
数が多く，かつ安全度の高い越川橋から以久科橋
の区間が適していると考えられた．水生昆虫の調
査の多くは，河川環境の指標生物としての応用的
面が多く，純粋に科学的な研究は少なかった（川
合 1989）．本調査も応用的な内容であったが，流
水性水生昆虫は今西進化論（今西 1980）の母体
ともなり，また環境適応による形態変化が容易に
判別できる．よって学校教育において，生態や形
態，生活環の観察といった理科的内容で取り組ま
れてよいものと考えられた．
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